
【主催】 （公財）兵庫丹波の森協会　　【後援】 兵庫県森林動物研究センター、 丹波篠山市、 丹波市

　このプロジェクトは、丹波の森公苑にて小学生向けに開催している「縄文の森塾」のアドバンスコースとして、高校生や
大学生などを対象として、丹波の森を見守る次世代チャレンジャーの育成を目的としています。
　森と動物と人間は、かつては相互に依存し合っていましたが、現在そのバランスが崩れています。そのため、森を健全に
持続していくためには、かつての相互依存関係の仕組みや、「食べる」などの森の恵みを学び直すことが大切です。
　森と野生動物との関係を調べるには、様々な知識と技術を駆使することで、見えにくい関係を探ることができます。本講座
では、昔ながらの調査手法に加えて、センサーカメラ、ICTを用いた捕獲方法など新しい調査技術も学ぶことができます。

【お問合せ】 （公財）兵庫丹波の森協会 （担当：荻野）　TEL. 0795-73-0933 / FAX. 0795-72-5164

期　　間 令和5年6月～12月

場　　所 丹波の森公苑
兵庫県丹波市柏原町柏原5600

対　　象 中学生、高校生、大学生、社会人など
おおむね30歳前後ぐらいまで

参加形態 通年参加（先着20名）
（●印は個別に参加できるプログラムを示す）

６月１８日（日）

７月 1 日（土）

８月 4 日（金）

８月１９日（土）

９月１６日（土）

１０月 7 日（土）

１０月１５日（日）

１０月２１日（土）

１１月 4 日（土）

１２月１６日（土）

「全体ガイダンス」担当：上甫木 昭春
午前座学「森の成り立ちと植物の見分け方」担当：藤木 大介（●個別参加可能）
午後実習「検索図鑑を用いた樹木の同定」担当：藤木 大介

午前座学「森が有する現代的役割を考える」担当：上甫木 昭春（●個別参加可能）

午前座学「野生動物の生息状況の調査方法」担当：高木 俊（●個別参加可能）
午後実習「センサーカメラの設置」担当：高木 俊

午前座学「シカ問題を『食べる』から考える」担当：横山 真弓（●個別参加可能）
午後実習「ジビエ料理の体験と試食」担当：山本 明弦 他（●個別参加可能 ※参加費2,000円、先着10名）

野生動物の捕獲と食資源化について
午前実習「野生動物（シカ）の捕獲体験」担当：横山 真弓
午後見学「野生動物（シカ）の処理施設  （株）丹波姫もみじ」担当：横山 真弓・藤本 裕昭

終日実習「丹波の森公苑の昆虫相の大捜査」担当：八木 剛（●個別参加可能）

午前座学「シカの食害による植生の変化を理解する」担当：藤木 大介
午後実習「丹波の森公苑内での影響の現状と対策」担当：藤木 大介

終日実習「林内散策と秋の森を食べる」担当：石田 弘明（●個別参加可能 ※参加費500円、先着10名）

午前実習「センサーカメラの回収と設置場所周辺の動物の痕跡の記録」担当：高木 俊
午後実習「撮影された動画の確認と集計」担当：高木 俊

発表会と講評：「丹波縄文の森フェノロジーカレンダーの提案」
「丹波の森の目標（STGｓ）の提案」、「森の資源を活用した料理」等　担当：上甫木 昭春 他

丹波の森の恵みと再生のあり方を学ぼう！！
丹波2050 地域ビジョン

「たんばユース躍動プロジェクト」

【講座の内容】

【プロジェクトの特徴】

申し込み
方　法

裏面の受講申込書にご記入の上、丹波の森公苑2階事務局窓口までご持参または
FAX.0795-72-5164へ送信してください。
右記のQRコードを読み取り、お申し込みフォームからもお申込みいただけます 6月14日（水）

締切




